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1 年程度続く現象をいいます。語源はスペイン語の el niño 
(男の子、英語で the boy) ですが、この現象を表すときは大
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海面高度偏差の観測値 シミュレーション 
海面高度偏差のデータ同化結果（平滑化推定値）。 
（左）最尤法によるもの、（右）ベイズ法によるもの 
アンサンブルカルマンフィルタの概念図 
状態空間モデル。 
xt がシミュレーション変数、 
yt が観測データを指す。 
観測誤差分散の推定値の時間変化。（左）最尤法によるもの、 
（右）ベイズ法によるもの 
